
 

 

 

令和２年（2020 年）10 月９日 

都 市 景 観 課 長  奥 山 

電話  0467-23-3000 

（内線 2521） 

 

猪熊邸（旧武基雄自邸）を「景観重要建築物等」（第36号）に指定 

 

 

鎌倉市では、都市景観条例により、鎌倉らしい景観づくりに重要な役割を果たしている

建築物や工作物を「景観重要建築物等」として指定し、保存・活用のための支援を行って

います。 

令和２年（2020年）10月９日に、新たに猪熊邸（旧武
たけ

基雄
も と お

自邸）を「景観重要建

築物等」（第36号）に指定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【建築物の概要】 

所在地    鎌倉市極楽寺一丁目 

建設年    昭和 50年（1975年） 

構 造    鉄筋コンクリート造２階建て 

一部平屋建て 

 

 

※個人住宅であるため、一般公開はしていません。 

猪熊邸（旧武基雄自邸）は、極楽寺に所

在する建築家・武基雄（1910～2005）

の旧自邸です。武氏は戦後モダニズムの建

築家で、早稲田大学で教鞭を取るかたわ

ら、設計活動も積極的に行いました。一辺

7.2 メートルの正方形の平面上に方形（ほ

うぎょう）造り屋根を架けた主体部と、そ

れに接続する長方形の平屋建て部からな

る明確な構成は、武氏のモダニズムの理念

をよく表わしています。 

全国的に、戦後のモダニズム建築が、そ

の歴史的評価が定まる前に失われつつあ

る現状にあって、現所有者が武氏の設計理

念を尊重し、良好な状態で保存し居住して

いることは貴重であると言えます。 

鎌倉特有の高低差の大きい谷戸の地形

を活かして躯体を半ば地下に埋め込んで

いるため、細い路地の奥に武氏自ら「三角

の箱」と呼んだ方形（ほうぎょう）造りの

屋根が浮かんで見える景観は、戦後モダニ

ズム建築と緑豊かな古くからのまち並み

が新旧の融合を見せています。 


